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正
木
の
油
川

　
市
立
博
物
館
の
５
月
の
休
館
日

は
７
日
、13
日
、20
日
、27
日
で
す
。

川
の
名
前
と
地
域
の
歴
史

　
那
古
地
区
正
木
の
山
奥
に
あ
る

横
山
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
流
れ
出

て
、
正
木
の
水
田
地
帯
を
な
な
め

に
横
切
る
よ
う
に
し
て
、
平
久
里

へ

ぐ

り

が

わ

川
の
河
口
近
く
で
平
久
里
川
と
合
流

す
る
川
を
、
油
川
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
周
囲
の
水
田
に
水
を
配
る
役
割

を
も
っ
た
川
で
す
。

　
油
川
と
い
う
名
前
だ
と
、
油
が
流

れ
る
川
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま
い
ま

す
が
、
む
か
し
は
油
屋
川
と
呼
ん
で

い
た
も
の
で
、
川
崎
地
域
に
は
油
屋

橋
と
い
う
名
の
橋
も
あ
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
は
じ
め
頃
、
伊
勢
の

よ
っ
か
い
ち

四
日
市
（
三
重
県
）
か
ら
来
た
油
屋

じ

ん

べ

え

甚
兵
衛
と
い
う
人
が
、
荒
地
だ
っ
た

こ
の
川
の
周
辺
を
広
い
水
田
に
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
水
田
を
潤

お
す
用
水
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
川
が
、
油
屋
川
と
呼
ば
れ
た

の
で
す
。
ま
た
川
沿
い
に
あ
る
地
名

よ
う
ご
う
が
わ

を
と
っ
て
、
用
号
川
と
い
う
呼
び
名

も
あ
り
ま
し
た
。

　
油
屋
甚
兵
衛
が
新
し
く

し
ろ
ぬ
ま

つ
く
っ
た
水
田
は
、
白
沼

し
ん
で
ん

新
田
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
白
沼
と
よ
ば

れ
る
沼
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
砂
丘
の
上
に
あ
る
川

崎
集
落
よ
り
内
陸
側
の
低

い
水
田
地
帯
に
あ
た
り
ま

す
が
、
そ
こ
は
平
久
里
川

の
河
口
と
つ
な
が
っ
た
湿

地
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
白
沼
の
荒
地
は
、

は
じ
め
正
木
村
が
水
田
と

し
て
開
発
す
る
よ
う
に
領

主
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
ま

「
藤
原
で
は
、
例
年
８
月
11
日
か

ら
２
日
間
、
古
茂
口
で
は
10
月
が

本
番
で
し
た
。
本
番
前
の
40
日
間

は
毎
日
練
習
、
酒
を
飲
み
な
が
ら

夕
方
６
時
頃
か
ら
深
夜
１
時
ぐ
ら

い
ま
で
続
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で

昼
間
は
野
良
仕
事
も
や
ら
ず
に
居

眠
り
ば
か
り
。
夕
方
に
な
る
と
歌

舞
伎
の
稽
古
に
出
か
け
る
繰
り
返

し
で
、
よ
く
親
父
に
怒
ら
れ
ま
し

ぎ

だ

ゆ

う

た
。
歌
舞
伎
に
は
義
太
夫
語
り
の

太
夫
と
芝
居
の
振
付
け
の
師
匠
を

呼
ん
で
、
指
導
を
受
け
た
ん
で
す

よ
。
　
藤
原
で
は
神
社
前
の
広
場
に
丸

太
で
舞
台
を
作
り
、
会
場
が
見
物

客
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
演
目

せ
ん
だ
い
は
ぎ

え
ほ
ん
た
い
こ
う
き

は「
先
代
萩
」「
絵
本
太
功
記
」な
ど

５
演
目
で
、
上
演
時
間
は
１
時
間

か
ら
２
時
間
に
も
及
び
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
の
普
及
や
勤
め
に
出
る

人
が
増
え
、
止
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
台
本
は
残
っ
て
い
ま
す

が
、
振
付
け
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
具
体
的
な
取
組
み
は
こ
れ

か
ら
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
何
と
か
伝
統
を
伝
え
る
役
割

が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
」

い
わ
き

（
話
は
山
崎
岩
城
さ
ん
）

　
山
崎
岩
城
会
長
、
会
員
数
８
人

（
藤
原
６
人
、
古
茂
口
２
人
）

　
農
村
歌
舞
伎
の
起
源
は
残
存
資

料
や
伝
承
に
よ
る
と
、
遅
く
と
も

明
治
時
代
初
期
か
ら
盛
ん
に
上
演

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
市
内

の
ほ
か
千
倉
町
、
丸
山
町
で
も
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
第
二
次
大
戦

中
、
中
断
し
て
い
た
が
、
藤
原
、

古
茂
口
と
も
に
昭
和
22
年
に
再
開

し
、
古
茂
口
で
は
同
30
年
、
藤
原

で
は
同
34
年
を
最
後
に
上
演
が
途

絶
え
た
。
準
備
会
は
当
時
を
知
る

メ
ン
バ
ー
が
農
村
歌
舞
伎
の
復
興

を
願
っ
て
、
こ
の
１
月
に
設
立
。

農
村
歌
舞
伎
保
存
会
設
立
準
備
会

ひゅうがじま かげきよすいめん

▲日向島「景清水面」の一幕（昭和30年頃）

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

し
た
。
一
六
七
三
年
（
延
宝
元
年
）

の
こ
と
で
す
。
し
か
し
用
水
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
四
日
市
出

も
　
え

身
の
油
屋
甚
兵
衛
と
そ
の
子
茂
右
衛

も
ん門
が
、
用
水
を
確
保
す
る
方
法
を
考

え
て
開
発
を
請
け
負
い
、
同
郷
の
仲

間
た
ち
と
と
も
に
水
田
を
完
成
さ
せ

た
の
で
す
。

　
工
事
に
何
年
か
か
っ
た
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
一
六
九
五
年
（
元

禄
八
）
に
は
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ

の
頃
は
平
久
里
川
の
方
か
ら
用
水
を

引
い
て
い
ま
し
た
が
、
八
年
後
の
元

禄
十
六
年
に
お
き
た
大
地
震
で
、
三

～
四
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
隆
起
が
起

こ
り
、
近
辺
の
地
形
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
最
初
の
用
水

は
こ
の
地
震
で
使
え
な
く
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
か
わ
っ
て
現
在
の
油

川
が
、
用
水
と
し
て
白
沼
新
田
の
真

ん
中
を
通
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
油
屋
茂
右
衛
門
は
新
田
を
耕
す
た

め
に
こ
の
土
地
へ
住
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
だ
れ
も
手
を
つ
け
ら
れ
な

か
っ
た
荒
地
を
、
立
派
な
水
田
に
し

た
油
屋
の
苦
労
が
、
用
水
の
名
前
と

な
っ
て
歴
史
を
語
り
伝
え
て
い
る
の

で
す
。

▲現在の油川

農 村 歌 舞 伎 保 存 会

設立準備会のみなさん市民
シ
リ
ー
ズ
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市
で
は
、
重
要
課
題
、
重
要
施

策
に
確
実
に
対
応
す
る
た
め
、
今

月
か
ら
組
織
を
変
更
し
ま
す
。

　
館
山
港
は
「
観
光
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
分
野
で
、
地
域
振

興
が
期
待
さ
れ
る
港
湾
と
し
て
、

国
か
ら
特
定
地
域
振
興
重
要
港
湾

に
選
定
さ
れ
、
港
湾
促
進
部
門
と

観
光
部
門
が
連
携
し
て
事
業
展
開

す
る
た
め
「
港
湾
観
光
部
」
を
新

設
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
に
対
応

す
る
た
め
「
合
併
推
進
室
」
を
新

設
し
ま
す
。

　
港
湾
観
光
部
の
設
置
に
よ
っ

て
、
今
ま
で
の
商
工
観
光
課
が

「
商
工
課
」
と
「
観
光
課
」
に
分
か

れ
ま
す
。
商
工
課
は
、
経
済
環
境

部
に
、
観
光
課
は
港
湾
観
光
部
に

そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
見
直
し
で
、
市
の
組
織
は

６
部
30
課
等
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
組
織
見
直
し
で
、
一
部
の

課
な
ど
の
配
置
も
変
わ
り
、
庁
舎
各

棟
の
名
称
も
変
更
に
な
り
ま
す
。
本

庁
舎
が
本
館
～
４
号
館
に

１階

２階

３階

１階

３階

１階

２階

１階

本館

２号館

３号館

市民課、税務課、納税推進室、会計課、

社会福祉課、高齢者福祉課、環境保全課、市民相談室

秘書広報課、企画課、合併推進室、総務課、

選挙管理委員会、社会安全対策課、議会事務局

財政課、商工課（工業団地推進室含む）、農水産課、

庶務施設課、学校教育課、スポーツ課、生涯学習課、

監査事務局、農業委員会事務局

情報化推進室

安房郡市広域市町村圏事務組合、三芳水道企業団

建設課

都市計画課、観光課（観光農漁業推進室を含む）、

海辺のまちづくり推進室

社会福祉協議会４号館

館
は
そ
の
ま
ま
で

す
が
、
新
館
が
２

号
館
、
別
棟
が
３

号
館
、
市
民
セ
ン

タ
ー
管
理
棟
が
４

号
館
に
な
り
ま

す
。
４
号
館
に
は

従
来
ど
お
り
、
社

会
福
祉
協
議
会
が

配
置
さ
れ
ま
す
。

　
新
年
度
の
直

通
番
号
は
表
の

と
お
り
で
す
。

▼庁内の配置

　
今
年
度
公
共
下
水
道
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
の
土
地

所
有
者
な
ど
を
対
象
に
「
受
益
者

負
担
金
」
の
申
告
・
申
請
な
ど
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

決
定
の
基
礎
と
な
る
申
告
書
を
４

月
上
旬
に
対
象
者
宛
て
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
、
申

告
す
る
場
合
は
、
土
・
日
曜
・
祝

日
は
除
き
ま
す
。

　
申
告
期
限
／
４
月
30
日
（
火
）

　
申
告
場
所
・
郵
送
先
／
〒
294
―

０
０
５
４
館
山
市
湊
465
―
１
　
館

山
市
鏡
ケ
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

内
下
水
道
課

　
下
水
道
課
は
、
先
月
25
日
か
ら

鏡
ケ
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
移

転
し
ま
し
た
が
、
次
の
期
間
、
市

役
所
内
で
も
申
告
・
申
請
な
ど
の

受
付
も
行
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
15
日
（
月
）
～
４

月
26
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

場
所
／
市
役
所
３
号
館
会
議
室

　
問
合
せ
／
下
水
道
課
業
務
係

（
!
22
―
３
６
６
１
）

　
先
月
７
日
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
激
励
会
が
、
幕
張
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
８
年
か
ら
ロ
ッ
テ
が
秋
季

キ
ャ
ン
プ
を
張
る
館
山
市
か
ら

も
、
千
葉
ロ
ッ
テ
館
山
後
援
会
長

の
辻
田
市
長
や
鈴
木
忠
夫
市
議
会

議
長
ら
が
出
席
し
、
「
今
年
こ
そ

優
勝
を
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
激
励
会
は
、
千
葉
ロ
ッ
テ
後
援

会
と
千
葉
ロ
ッ
テ
を
優
勝
さ
せ
る

会
が
主
催
し
、
球
団
関
係
者
や

フ
ァ
ン
な
ど
約
800
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
壇
上
に
は
山
本
功
児
監
督
、
平

野
謙
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
、
黒
木
知
宏

選
手
会
長
ら
選
手
全
員
と
ス
タ
ッ

フ
が
勢
揃
い
。
来
賓
を
代
表
し
て

鶴
岡
啓
一
千
葉
市
長
が
「
マ
リ
ー

ン
ズ
が
千
葉
に
本
拠
を
お
い
て
10

年
。
今
年
こ
そ
は
28
年
ぶ
り
の
優

勝
を
！
」
と
激
励
す
る
と
、
山
本

監
督
も
「
優
勝
し
か
考
え
て
い
な

い
。
頑
張
り
ま
す
」
と
応
え
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
上
が

り
ま
し
た
。

　
最
後
に
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
辻

田
市
長
は
「
今
シ
ー
ズ
ン
は
必
ず

優
勝
で
き
る
」
と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

22－3111

22－3121
22－3122
22－3199
22－3163
22－3142
22－3168
22－3174

22－3218
22－3291

22－3296

22－3261
22－3262
22－3257

22－3414

22－3418
22－3428
22－3442

22－3464

22－3491
22－3492
22－3496
22－3487
22－3489

22－3362

22－3396

22－3397

22－3352
22－3354

22－3631
22－3636
22－3637
22－3640

22－3610

22－3612

22－3606
22－3346

22－3685
22－3694
22－3696
22－3698

22－3506
22－3527
22－3542
22－3523
22－3539
22－5633
22－3729
22－3575

広報係
秘書係
市民相談室

情報化推進係
情報システム係

財政係
管財係
契約係
資産税係
市民税係

受付係
戸籍係
年金係
健康保険係
消防防災係
コミュニティ係
交通防犯係
保護係
社会福祉係
児童福祉係
高齢対策係
援護係

商工係
農政係
漁政係
耕地係
園芸係
環境衛生係
一般廃棄物係

管理係
建設係
維持係
建築係
都市計画係
公園係
街路係

観光係

市役所代表番号
　（電話交換手・夜間宿直員）
企画部

　秘書広報課

　企画課
　合併推進室

　情報化推進室

総務部
　総務課

　
　
財政課

　税務課
　
　納税推進室
市民福祉部

　
市民課

　社会安全対策課

　社会福祉課

　高齢者福祉課

経済環境部
　商工課

　
　
農水産課

　
環境保全課

建設部

　建設課

　都市計画課

港湾観光部
　海辺のまちづくり推進室
　観光課
教育委員会
　庶務施設課
　学校教育課
　スポーツ課
　生涯学習課
その他
　会計課
　議会事務局
　監査事務局
　選挙管理委員会事務局
　農業委員会事務局
　安房郡市広域市町村圏事務組合

　三芳水道企業団

●庁内直通電話番号一覧●

　
館
山
市
消
防
団
第
８
分
団
第
22

部（
担
当
地
区
＝
豊
房
地
区
の
東

長
田
、
西
長
田
、
出
野
尾
、
岡

リ
が
大
好
き
な
ん
で
す
。

来
年

も
同
じ
よ
う
な
企
画
を
お
願
い
し

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

田
、
大
戸
、
館
川
）
の
新
し
い
詰

所
が
、
先
月
完
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
大
戸
の
市
道
沿
い
に
あ

り
ま
し
た
が
、
県
道
館
山
白
浜
線

沿
い
Ｊ
Ａ
安
房
豊
房
支
店
南
側
へ

移
転
し
ま
し
た
。

　
建
設
費
／
千
46
万
円

　
構
造
／
木
造
、
平
屋
建
、
瓦
葺

　
建
築
面
積
／
72
・
87
㎡

に
歌
っ
た
り
、

ワ
ク
ワ

ク
さ
ん
と
ゴ
ロ
リ
の
工

作
タ
イ
ム
で
は
、
ボ
ー
ル

紙
と
新
聞
紙
で
剣
玉
を

作
っ
た
り
、

ビ
ニ
ー
ル

袋
で
風
船
な
ど
を
作
り

ま
し
た
。

　
あ
る
お
母
さ
ん
は
「
子

ど
も
は
大
喜
び
！
ゴ
ロ

　
間
取
り
／
和
室
15
畳
、
台
所
４
・

５
畳
、
ト
イ
レ
、
車
庫
、
機
材
庫

　
そ
の
他
／
ホ
ー
ス
掛
け
１
基

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
対
策
課
消

防
防
災
係
（
!
22
―
３
４
４
２
）

「
ま
ち
か
ど
ド
レ
ミ
」
で
、
歌
の

お
ね
え
さ
ん
だ
っ
た
ク
ル
ミ
さ
ん

が
出
演
し
、
「
ア
イ
ア
イ
」
や
「
輪

に
な
っ
て
踊
ろ
う
」
を
い
っ
し
ょ

▼ワクワクさんとゴロリの工作

▲エールを送る市長

▲新しい南欧風の22部詰所

　
ひ
な
祭
り
の
先
月
３
日
、
「
子

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
南
総

文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
に
大
人
気
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組

「
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
」
の
ス
テ
ー

ジ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
笑

い
声
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
事
前
の
申
込
み
で
は
、
定
員
の

２
倍
を
超
え
、
１
回
の
公
演
予
定

を
、
午
前
と
午
後
の
２
回
公
演
に

変
更
し
て
、
開
催
し
ま
し
た
。

受
益
者
負
担
の
申
告
受
付

公
共
下
水
道
の

ゴ
ロ
リ  

大
好
き
！

市
役
所
で
も
受
付
で
き
る

「
港
湾
観
光
部
」「
合
併
推
進
室
」を
新
設

庁
舎
の
名
称
や
課
の
配
置
も
変
わ
る

新
し
い
詰
所
が
完
成

必
ず
優
勝
で
き
る
マ
リ
ー
ン
ズ
激
励
会

お 知 ら せ



監
査
の
対
象

　
定
期
監
査
／
企
画
部
（
秘
書
広

報
課
・
企
画
課
・
情
報
化
推
進

室
）
、
総
務
部
（
総
務
課
・
財
政

課
・
税
務
課
・
納
税
推
進
室
）、
市

民
福
祉
部
（
市
民
課
・
健
康
管
理

課
・
社
会
安
全
対
策
課
・
社
会
福

祉
課
・
高
齢
者
福
祉
課
）、
議
会
事

務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
、
教
育
委
員
会
（
船
形
小
・
那

古
小
・
北
条
小
・
館
山
小
・
西
岬

小
・
神
戸
小
・
富
崎
小
・
神
余
小
・

豊
房
小
・
館
野
小
・
九
重
小
、
一

中
・
二
中
・
三
中
・
房
南
中
）

　
財
政
援
助
団
体
等
監
査
／（
財
）

館
山
市
環
境
保
全
公
社

　
監
査
委
員
／
宮
﨑
健
一
、
増
田

基
彦
　　　　　
監
査
の
期
間
／／／／／
平
成
13
年
９

月
28
日
～
12
月
７
日

　
監
査
の
場
所
／
館
山
市
監
査
事

務
局
、
各
小
・
中
学
校

　
監
査
の
方
法
／
定
期
監
査
に
つ

い
て
は
、
各
所
管
の
財
務
に
関
す

る
事
務
が
計
画
的
か
つ
効
率
的
に

執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
住
民
福
祉

の
増
進
や
組
織
及
び
運
営
の
合
理

化
に
努
め
て
い
る
か
を
主
眼
と
し

て
、
提
出
さ
れ
た
資
料
等
を
調
査

す
る
と
と
も
に
、
関
係
職
員
か
ら

説
明
を
聴
取
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
財
政
援
助
団
体
等
監
査

に
つ
い
て
は
、（
財
）
館
山
市
環
境

保
全
公
社
に
対
し
支
出
さ
れ
た
公

金
が
、
支
出
の
目
的
の
と
お
り
適

正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
を
主
眼

と
し
て
、
提
出
さ
れ
た
資
料
・
関

係
書
類
等
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、
関
係
職
員
か
ら
説
明
を
聴
取

し
ま
し
た
。

　　　　　
監
査
の
結
果
／
定
期
監
査
に
つ

い
て
は
、
各
部
課
等
の
事
務
事
業

し
ん
ち
ょ
く

は
、
ほ
ぼ
順
調
に
進
捗
し
て
お

り
、
予
算
の
執
行
は
お
お
む
ね
適

正
な
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
財
政
援
助
団
体
等
監
査

に
つ
い
て
は
、
く
み
取
り
件
数
の

減
少
に
よ
り
、
事
業
収
益
の
増
収

が
期
待
で
き
な
い
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
く
こ
と
か
ら
、
事
業
の
効

率
的
な
執
行
や
経
費
の
節
減
に
よ

る
一
層
の
経
営
の
健
全
化
に
向
け

て
の
努
力
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
監
査
結
果
は
、
平
成
14

年
２
月
19
日
付
け
館
山
市
監
査
告

示
第
一
号
で
公
表
し
ま
し
た
。

や
ま
あ
い

　
山
間
の
農
地
は
、
平
地
と
比
べ

生
産
条
件
が
不
利
な
こ
と
で
、
担

い
手
の
減
少
や
耕
作
放
棄
の
増
加

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

山
間
の
農
地
で
農
業
を
営
む
人
を

対
象
に
交
付
金
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
こ
の
交
付
金
は
面
積
に
応

じ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
地
域
／
市
内
全
域

　
対
象
農
用
地
／
次
の
要
件
に
該

当
す
る
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地

区
域
内
の
１
㌶
以
上
の
１
団
の
農

用
地
。

・
田
は
20
分
の
１
以
上
、
畑
等
は

15
度
以
上
の
急
傾
斜
農
用
地

・
田
は
100
分
の
１
以
上
、
畑
等
は

８
度
以
上
の
緩
傾
斜
農
用
地
（
緩

傾
斜
農
用
地
の
場
合
は
急
傾
斜
農

用
地
と
連
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま

た
は
耕
作
放
棄
率
、
高
齢
化
率
が

高
い
集
落
の
み
で
す
）

　
対
象
行
為
／
集
落
協
定
ま
た
は

個
別
協
定
に
基
づ
き
５
年
以
上
継

続
さ
れ
る
耕
作
放
棄
の
防
止
や
水

路
、
農
道
の
管
理
活
動
な
ど
や
国

土
保
全
機
能
を
高
め
た
り
、
自
然

生
態
系
の
保
全
に
資
す
る
取
り
組

み
な
ど
公
益
的
機
能
を
増
進
す
る

活
動
　
対
象
者
／
集
落
協
定
な
ど
に
基

づ
き
５
年
以
上
継
続
し
て
農
業
生

産
活
動
な
ど
を
行
う
農
業
者

　
単
価
（
10
ア
ー
ル
当
た
り
）
／

急
傾
斜
農
用
地
の
場
合
は
、
田
２
万

千
円
、
畑
な
ど
１
万
千
500
円
。
緩
傾

斜
農
用
地
の
場
合
は
、
田
８
千
円
、

畑
な
ど
３
千
500
円
。

　
昨
年
度
の
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
に
よ
る
市
内
の
実
施
状

況
は
、
那
古
地
区
の
小
原
集
落
、

葛
原
集
落
、
西
岬
地
区
の
坂
足
集

落
、
神
余
地
区
の
山
下
集
落
、
九

重
地
区
の
滝
ノ
谷
集
落
を
集
落
協

定
締
結
集
落
と
し
て
、
全
体
で
、

急
傾
斜
農
用
地
２
万
８
千
810
㎡
、

緩
傾
斜
農
用
地
13
万
千
449
㎡
が
対

象
。
各
集
落
に
支
払
わ
れ
た
交
付

金
は
総
額
166
万
円
で
し
た
。

　
農
地
、
水
路
、
農
道
は
、
集
落

や
所
有
す
る
各
個
人
が
、
適
切
に

管
理
し
ま
す
。
ま
た
農
作
業
の
効

率
化
や
担
い
手
の
育
成
を
図
り
な

が
ら
、
景
観
形
成
作
物
の
作
付
け

な
ど
に
よ
り
、
多
面
的
機
能
の
増

進
を
図
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
農
水
産
課
農
政
係

（
!
22
―
３
３
９
６
）

　
場
所
／
市
民
体
育
館（
二
中
内
）

　
定
員
／
30
名

　
参
加
料
／
150
円
（
保
険
代
）

　
対
象
／
市
民
で
18
歳
以
上
の
健

康
に
自
信
の
あ
る
初
心
者

　
締
切
／
４
月
22
日
（
月
）
必
着

　
持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
、
靴

　　
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム

選
手
エ
ン
ト
リ
ー
料
金

レ
ー
ス
／
個
人
800
ｍ
４
千
円
、
個

人
３
千
200
ｍ
６
千
円
、
団
体
３
千

200
ｍ
１
万
２
千
円

※
市
内
在
住
者
は
割
引
か
れ
ま
す
。

　
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
コ
ン
ぺ
テ
ィ
シ
ョ

ン
／
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
、
ラ
ン
・

ス
イ
ム
・
ラ
ン
い
ず
れ
も
500
円

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
／
ビ
ー
チ
フ

ラ
ッ
グ
ス
300
円
、
ビ
ー
チ
リ
レ
ー

１
チ
ー
ム
千
円

※
市
内
の
チ
ー
ム
は
無
料
。

　
申
込
方
法
／
５
月
２
日
（
木
）
ま

で
に
、
観
光
課
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
日
本
を
泳

ご
う
委
員
会
（
〒
103
―
０
０
１
６

　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
網
町

３
―
12
―
504
）
へ
。

※
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
は
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
小
学
生
ま
で
。

①119歳以下

②120～159歳

③160～199歳

④200～239歳

⑤240歳以上

　
個
人
種
目

　
団
体
種
目
（
チ
ー
ム
４
人
の
合

計
年
齢
）

　
年
齢
区
分

①18歳以下

②19～29歳

③30～39歳

④40～49歳

⑤50～59歳

⑥60～69歳

⑦70歳以上

①
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム

レ
ー
ス

　
個
人
種
目
／
800
ｍ（
男
子
・
女

子
）300
人
、
３
千
200
ｍ（
男
子
・
女

子
）400
人

　
団
体
種
目
／
３
千
200
ｍ（
800
ｍ

×
４
人
）100
チ
ー
ム

②
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
コ
ン
ぺ
テ
ィ

シ
ョ
ン

　
個
人
種
目
／
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ

ス
、
ラ
ン
・
ス
イ
ム
・
ラ
ン
各
100
人

③
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
個
人
種
目
／
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス

　
団
体
種
目
／
ビ
ー
チ
リ
レ
ー

（
200
ｍ
×
６
人
）

　
競
技
種
目
・
定
員

　「第６回館山国際オープンウォータースイムレース」の参加者を募集

します。大会は「海の日」の７月20日（土）、北条海岸で行われます。

　
問
合
せ
／
日
本
を
泳
ご
う
委
員

会
（
!
03
―
５
６
９
５
―
１
３
５

５
）、
観
光
課
（
!
22
―
３
３
４
６
）

▲神余地区の農地

平成14年４月１日 ４
５ だん暖たてやま

▼
水
泳
教
室

　
日
程
／
５
月
11
日
、
12
日
、
18

日
、
19
日
、
25
日
、
26
日
、
６
月
１

日
、
２
日
、
８
日
、
９
日
　
全
10
回

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時

　
場
所
／
市
営
温
水
プ
ー
ル

　
定
員
／
40
名
（
大
人
10
名
、
小

人
30
名
）

　
参
加
料
／
大
人
400
円
、
小
人
200

円
（
保
険
代
）

　
対
象
／
市
民
で
泳
げ
な
い
人
、

小
人
は
４
才
以
上

　
締
切
／
４
月
26
日
（
金
）
必
着

　
注
意
／
事
前
に
医
師
の
健
康
診

断
を
受
け
て
下
さ
い
。

募 集 お 知 ら せ

　
昨
年
度
の
第
一
回
定
期
監
査
と
財
政
援
助

団
体
等
監
査
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
監
査
事
務
局
（
!
22
―
３
５

４
２
）

　市営温水プール と老人福祉センター
（湊）は、月曜日と祝日の翌日が休館です。
大型連休中の休館日は、次のとおりです。
　問合せ／温水プール（! ２２－５５１９）

■休館日

大型連休の温水プール、老人福祉センター（湊）

定
期
監
査
と
財
政
援
助
団
体
等
監
査
結
果
を
公
表

山
間
農
地
で
農
業
す
る
人
に
交
付
金
制
度

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
申
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
希
望
教

室
名
」、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
294

―
８
６
０
１
　
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
で
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課
（
!
22
―
３
６
９
６
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
教
室

　
日
程
／
５
月
８
日
、
12
日
、
18

日
、
19
日
、
26
日
、
６
月
１
日
、

２
日
、
９
日
、
12
日
、
15
日
　
全

10
回
　
午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時

　
種
目
／
社
交
ダ
ン
ス（
ジ
ル
バ
・

ル
ン
バ
・
ワ
ル
ツ
・
タ
ン
ゴ
な
ど
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
と
水
泳

　
ス
イ
ム
レ
ー
ス
は
、
海
に
浮
か
べ
た
１
周
800
ｍ
の
特
設
コ
ー
ス
で
、
１

周
ま
た
は
４
周
し
て
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。
　
ま
た
、
人
命
救
助
の
技
術

を
競
う
「
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
コ
ン
ぺ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

よ
る
「
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
」
も
開
催
し
ま
す
。
　
競
技
種
目
と
年
齢
区

分
は
次
の
と
お
り
で
す
。
※
受
付
は
、
当
日
午
前
８
時
か
ら
行
い
ま
す
。

オープンウォータースイムレース

 日　 月　 火　 水　 木　 金 　土

4/28　29　 30　 5/1　２　 ３　 ４

 ５　 ６　 ７　 ８　 ９　 10　 11



　
対
象
／
大
学
卒
業
程
度
の
学
力

が
あ
り
、
20
歳
以
上
26
歳
未
満

（
22
歳
未
満
は
大
卒
者
ま
た
は
卒

業
見
込
み
者
）
、
大
学
院
修
士
課

程
修
了
者
（
見
込
み
者
）
は
28
歳

未
満
（
海
上
技
術
幹
部
候
補
生

は
、
理
学
ま
た
は
工
学
課
程
修
了

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
海
外
派

遣
の
青
少
年
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
青
少
年
海
外
派
遣
事
業

は
、
市
が
参
加
金
の
２
分
の
１
を

補
助
し
、（
財
）
世
界
青
少
年
交
流

協
会
の
派
遣
計
画
に
基
づ
い
て
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
交
歓

会
や
視
察
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
コ
ー
ス
、
期
日
、
年
齢
、
参
加

金
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
定
員
／
２
人

　
亀
田
総
合
病
院
で
は
、
訪
問
介

護
員
養
成
研
修
（
１
級
、
２
級
）

を
開
催
し
ま
す
。
応
募
者
を
試
験

で
選
考
し
、
各
級
の
研
修
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
試
験
日
／
６
月
15
日
（
土
）

　
場
所
／
亀
田
総
合
病
院
教
育
部

　
申
込
期
間
／
５
月
31
日（
金
）必
着

【
１
級
研
修
】

　
対
象
／
２
級
訪
問
介
護
員
資
格

取
得
後
、
就
業
期
間
１
年
以
上
の
人

　
研
修
期
間
／
７
月
９
日
か
ら
11

月
15
日
の
内
37
日
間

　
受
講
料
／
無
料
。
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
２
万
円
は
自
己
負
担

　
申
込
方
法
／
①
履
歴
書
（
写
真

　
応
募
資
格
／
健
康
で
、
15
歳
～

35
歳
ま
で
の
市
民
。
ま
た
は
市
民

と
生
計
を
同
じ
く
す
る
人
【
過
去

に
市
で
実
施
し
た
海
外
派
遣
の
経

験
の
な
い
人
】

　
締
切
／
今
月
19

日
（
金
）
ま
で

（
郵
送
は
、
当
日
消
印
有
効
）

　
申
込
方
法
／
生
涯
学
習
課
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
健
康
診
断
書
、
住
民
票
抄
本

（
市
外
在
住
者
の
み
）
、
論
文
な

ど
と
い
っ
し
ょ
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
参
考
／
事
前
研
修
（
２
泊
３

日
）
を
６
月
中
に
実
施
し
ま
す
。

市
補
助
金
は
参
加
金
の
１
／
２
を

上
限
に
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
し

ま
す
の
で
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
（
!
22

―
３
６
９
８
）

貼
付
、
２
級
訪
問
介
護
員
の
実
務

経
験
を
記
載
）、
②
志
望
動
機
（
400

字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
以
内
）
、

③
返
信
用
封
筒
（
90

円
切
手
貼

付
、
宛
先
記
入
）
、
④
２
級
訪
問

介
護
員
修
了
証
書
の
写
し
を
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

【
２
級
研
修
】

　
対
象
／
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

　
研
修
期
間
／
７
月
20
日
か
ら
11

月
９
日
の
内
22
日
間

　
受
講
料
／
６
万
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
除
く
）

　
申
込
方
法
／
①
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）、
志
望
動
機
（
400
字
詰
め
原

稿
用
紙
１
枚
）、
返
信
用
封
筒
（
80

円
切
手
貼
付
、
宛
先
記
入
）
を
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
296
―
８

６
０
２
　
亀
田
総
合
病
院
教
育
部

（
!
０
４
７
０
―
99
―
１
１
６
５
）

9コースから選んで！　海外派遣

者
に
限
り
ま
す
）

　
対
象
／
専
門
の
大
卒
（
見
込

み
）
で
、
医
科
・
歯
科
は
20
歳
以

上
30
歳
未
満
、
薬
剤
科
は
、
20
歳

以
上
26
歳
未
満
（
薬
学
修
士
取
得

者
は
28
歳
未
満
）

　
受
付
期
間
／
４
月
８
日
か
ら
５

月
10
日
（
締
切
日
必
着
）

　
試
験
日
／
１
次
５
月
25

日

（
土
）、
26
日（
日
）【
26
日
は
飛

行
要
員
の
み
】、
２
次
６
月
25
日

（
火
）
か
ら
27
日（
木
）
、
７
月
27

日（
土
）か
ら
８
月
８
日（
木
）【
航

空（
飛
行
）要
員
の
み
】

　
入
隊
／
平
成
15
年
３
月
下
旬
か

ら
４
月
下
旬

　
問
合
せ
／
自
衛
隊
千
葉
地
方
連

絡
部
館
山
募
集
所
（
!
22
―
０
３

８
５
）

医
科
・
歯
科
、
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生

　
館
山
市
観
光
協
会
で
は
、
館
山

の
海
の
産
物
で
あ
る
貝
殻
や
流

木
、
ビ
ー
チ
グ
ラ
ス
な
ど
を
展
示

す
る
「
海
か
ら
の
贈
り
物
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
展
示
会
に
出
展
す
る
貝
細

工
、
貝
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
ビ
ー
チ

グ
ラ
ス
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
、
漂

流
物
の
ア
ー
ト
作
品
な
ど
の
ク
ラ

フ
ト
や
め
ず
ら
し
い
貝
殻
な
ど
海

の
産
物
を
募
集
し
ま
す
。

　
開
催
日
／
４
月
28
日
（
日
）
午

　
今
月
13
日
か
ら
17
日
ま
で
、
友

好
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ポ
ー
ト

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
か
ら
ジ
ョ
ン
・

バ
ー
ト
レ
ッ
ト
前
市
長
と
約
20
人
の

市
民
が
館
山
を
訪
問
し
ま
す
。

　
館
山
国
際
交
流
協
会
で
は
、
両

　
試
験
日
／
６
月
16
日
（
日
）

　
会
場
／
館
山
高
等
学
校

　
受
験
料
／
甲
種
５
千
円
、
乙
種

３
千
400
円
、
丙
種
２
千
700
円

試
験
の
た
め
の
受
験
者
講
習
会

　
講
習
日
／
５
月
２
日
（
木
）

　
会
場
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
受
講
料
／
５
千
900
円
テ
キ
ス
ト

代
含
む
（
乙
種
第
４
類
の
問
題
集

千
200
円
は
別
売
り
）

　
受
付
期
間
／
４
月
15
日（
月
）か

ら
18
日
（
木
）

　
受
付
場
所
／
安
房
郡
市
消
防
本

　
６
月
２
日
（
日
）
に
南
総
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
「
第
４
回
あ

わ
夢
ま
つ
り
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

ま
す
。

「
あ
わ
夢
ま
つ
り
」
は
人
形

劇
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

説
明
会
を
６
月
１
日（
土
）午

前
10

時
か
ら
県
南
総
文
化

ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

　
内
容
と
人
数
／
①
裏
方
ス

タ
ッ
フ
＝
舞
台
監
督
、
照

明
、
音
響
な
ど
の
助
手
。
舞

台
操
作
に
興
味
が
あ
る
中
・
高
校

生
、
成
人
10
人
　
②
表
方
ス
タ
ッ

市
民
の
親
善
、
友
好
を
深
め
る
た

め
、
交
流
会
を
開
催
、
多
く
の
市

民
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
交
流
会
と
あ
わ
せ
て
、
市
で

は
、
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
前
市
長
に
特

ポ
市
民
と
の
交
流
会

別
名
誉
市
民
証
の
贈
呈
式
も
行
い

ま
す
。

　
日
時
／
４
月
13
日
（
土
）
午
後

４
時
か
ら
午
後
６
時

　
場
所
／
館
山
商
工
会
館
ホ
ー
ル

　
会
費
／
３
千
円

　
問
合
せ
／
企
画
課
国
際
交
流
担

当
（
!
22
―
３
１
６
３
）

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
　

　
会
場
／
館
山
駅
西
口
１
階
多
目

的
ホ
ー
ル

　
作
品
募
集
締
切
／
４
月
20
日

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
館
山
市
観

光
協
会
（
!
22
―
２
０
０
０
）

フ
＝
受
付
、
案
内
、
会
場
、
配
食

な
ど
。
子
ど
も
が
好
き
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
る

中
・
高
校
生
、
成
人
20
人
　
③

保
育
ス
タ
ッ
フ
＝
託
児
な
ど
。

保
育
士
ま
た
は
看
護
婦
資
格
の

あ
る
成
人
５
人

　
条
件
／
①
時
間
　
午
前
10
時

～
午
後
５
時
　
②
無
報
酬
。
昼

食
付
き
。

　
応
募
の
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
郵
送
先
ま
で
。

　
締
切
／
４
月
30
日（
火
）
必
着

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―

０
０
４
５
　
館
山
市
北
条
１
９

２
２
―
６
　
松
苗
禮
子
（
!
22
―

６
７
９
０
）

部
予
防
課
、
鴨
川
消
防
署
、
鋸
南

分
署
、
千
倉
分
署

　
願
書
／
各
受
付
場
所
で
今
月
８

日
か
ら
配
布
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
安
房
郡
市
消
防
本
部

予
防
課
（
!
22
―
２
２
３
４
）

　
千
葉
市
に
あ
る
財
団
法
人
千
葉

県
暴
力
団
県
民
会
議
事
務
局
で

は
、
暴
力
団
に
関
す
る
相
談
対
応

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

安
房
支
庁
で
移
動
暴
力
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ

て
は
、
警
察
へ
の
通
報
、
弁
護
士

へ
の
紹
介
、
訴
訟
費
用
の
無
利
子

貸
付
け
、
保
護
機
器
の
貸
出
し
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
日
時
／
４
月
17
日
（
水
）
午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時

　
場
所
／
安
房
支
庁

　
問
合
せ
／
千
葉
市
中
央
区
中
央

４
―
13
―
７ 

千
葉
県
酒
造
会
館
内

財
団
法
人
千
葉
県
暴
力
団
県
民
会

議
事
務
局
（
!
０
１
２
０
―
０
８

９
３
５
４
《
オ
ー
ヤ
ク
ザ
ゴ

ヨ
ー
》
）

▲昨年４月ポ市民との交流会
昨年、イギリスへの海外派遣

平成14年４月１日 ６
７ だん暖たてやま

募 集

　教育委員会では、失業者など

の緊急雇用対策として、市立幼稚

園の補助員を募集します。

　人数／11人

　勤務場所／市内幼稚園10園

　勤務内容／保育補助他

　雇用期間／平成14年５月１

日から14年９月30日（夏季休

業中の勤務はなし。再雇用の場

合もあります）

　勤務日／週５日以内

　勤務時間／１日６時間

　賃金／時間給1,220円

　申込方法／４月19日（金）ま

でに写真付きの履歴書を申込先

へ持参してください。

　問合せ・申込み／学校教育課

!22―３９６４

危
険
物
取
扱
者
試
験

移
動
暴
力
相
談
所

幼稚園の補助員

自
衛
官
募
集

コース

①フランス②オーストリア

③スイス④イタリア⑤アメリカ

⑥カナダ⑦ドイツ

⑧イギリス高校生

⑨アメリカ高校生

期日

7/25～8/8

7/25～8/8

7/25～8/8

年齢

18～35

15～18

15～18

参加金

495,000

495,000

450,000

市補助金

247,500

247,500

225,000

海
か
ら
の
贈
り
物
展

訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）１
級
・
２
級
養
成
研
修

ボランティアスタッフ募集
第４回あわ夢まつり

青
少
年
の
海
外
派
遣

市
が
２
分
の
１
を
補
助
！

時
間
　
午
前
10
時


